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概要
高等教育における教育学習支援システム (LMS: Learning Management System) の重要性は広く知られるとこ
ろとなり，様々な教育機関において利用されている．名古屋大学においても Sakaiをベースとした LMSが運用さ
れており，LMSの利便性向上のために筆者らはこれまで様々な LMS連携システムを開発・運用してきた．本稿で
は今後も多数の LMS連携システムが開発されていくことを見据え，各システムを一元的に管理するために開発さ
れたWebアプリケーションである Catalogについて紹介する．さらに，Catalogとの連携を前提として開発され
たツールである sakai-api-opおよび ptact-opを通して，より具体的な Catalogの利用方法に触れる．

1 はじめに
場所や時間による制約が少ない学習を実現でき，提
出物や成績の管理が容易になるといった点から，教育
機関における ICT の利用は生徒・教師のいずれの立
場においても有益である．実際に，多くの大学におい
て moodleやWebClassをはじめとする教育学習支援
システム (LMS: Learning Management System) が
導入されている [1]．
名古屋大学では Sakaiをベースとした LMSが採用
されており，TACTというサービス名によって運用さ
れている．しかしながら，Sakaiに特有の UIは各講義
に対応するサイトの発見に労力を要する，機能が多く
画面が煩雑である，といった問題が存在しており，こ

れまで開発チームでは TATTおよび TACT-vis[2]を
始めとし，学生や教員の利便性を向上するための LMS
連携システムを開発してきた．また，手書きレポート
の採点・返却を支援する LMS連携システム「かみレ
ポ」[3]も本格運用がなされており，数学や製図といっ
た紙媒体を主体とした授業においても ICT の活用が
進んでいる．このように，様々な LMS連携システム
が開発され，TACTの利便性向上に寄与してきた一方
で，各システムへのリンクはユーザーが逐一管理しな
ければならず，システムの増加に伴うユーザーの負担
の増大が懸念されるようになった．
本稿ではこれらのシステムへのアクセスを集約す

るために開発された Web アプリケーションである
Catalog について述べる．また，Sakai の API 実行



を支援するツール sakai-api-op および Sakai におけ
るサイトの作成を支援するツール ptact-opを通して，
Catalogの具体的な利用方法を述べる．

2 LMS連携システムを集約的に管理する
Webアプリケーション：Catalog

Catalog は図 1に示すように，様々な LMS 連携シ
ステムへのアクセスを管理するためのWeb アプリケ
ーションである．TATTや TACT-visといった学内全
体に公開されているツールに対しては単にリンク集と
しての役割を果たすのみであるが，公開範囲が制限さ
れているツールに対してはユーザーに応じてアクセス
の管理を行う．

図1 他の LMS連携システムに対する Catalogの位置づけ

2.1 開発に至った背景
開発された LMS連携システムの増加に伴い，各ツ
ールへのリンクの管理が煩雑になるという問題が懸念
されるようになった．そこで，各ツールを集約的に管
理する目的で Catalogが開発されることとなった．
2.2 システムの全体構成
フロントエンドとバックエンドの処理はいずれも

PHP のフレームワークである Laravel によって実装
されている．UI は基本的に Bootstrap を利用するこ
とにより，各要素の適切な配置やレスポンシブ対応な
ど，ユーザーが快適に操作ができるよう努めている．
2.3 利用の流れ

Catalogにはログイン機能が存在し，ログインの有
無により Catalogからアクセス可能なツールの種類が

変化する．
2.3.1 一般ユーザーの場合
ログインをしていない状態における Catalogの概観

を図 2に示す．このとき，画面には認証を必要としな
いツールへのリンクがボタンとして表示されるため，
利用者はそれぞれのボタンを押下することにより所望
のツールにアクセスできる．

図2 非ログイン時における Catalogの概観

2.3.2 認証を必要とするユーザーの場合
一方，所定の方法によって認証を完了したユーザー

の場合には図 3のようにアクセス権を有するツールが
追加で表示される．認証後は非ログイン時と同様に，
所望のツールに対応するボタンを押下することにより
ページが遷移する．

図3 ログイン時における Catalogの概観

2.4 Catalog専用アプリ
Catalog とは独立して開発された TATT および

TACT-visとは異なり，Catalogに掲載することを前
提とした様々なアプリケーション（以下，Catalog専
用アプリと呼称）が存在する．Catalog専用アプリの
場合はセッション管理により，Catalogを介したアク
セスに制限されている．具体例として，次節において
sakai-api-opと ptact-opを紹介する．
2.5 運用状況
現在は開発チームのメンバーおよび Catalog専用ア

プリのユーザーによる利用に限られている．LMS連携



システムのリンクが TACT 上に掲載されている現在
は，ログイン無しによる Catalogの利用はメリットが
あまり大きくないと考えられるためである．そのため，
ptact-opのように学内の職員の需要に応じて Catalog
専用アプリを作成し，同アプリのユーザーを Catalog
に登録するという流れによる利用の拡大を予定して
いる．

3 認証機能を利用したサンプルアプリ：
sakai-api-op

認証を必要とするWeb アプリケーションの例とし
て，sakai-api-op について述べる．sakai-api-op は様
々な SakaiAPIの実行および結果の確認ができるアプ
リケーションであり，次節において述べる TACT 練
習用サイト作成ツール ptact-opのひな型となった．
3.1 開発に至った背景

TATTや TACT-visをはじめとする LMS連携シス
テムでは，LMS側が保持する情報の参照や編集を行う
ために，多数の SakaiAPIを呼び出す必要がある．一
方，SakaiAPI の動作確認は都度 PHP ファイルを用
意して行っていたため，Sakaiのバージョンアップの
度に労力を要していた．そこで，多数の SakaiAPIを
管理するとともに，GUIによって簡便に動作確認がで
きるよう，sakai-api-opを開発することとなった．
3.2 アプリケーションの全体構成

Catalog と同様に，Laravel によって実装されてい
る．接続する APIサーバーの URIは Laravelの環境
変数を用いて定義されているため，本番系の APIサー
バーや検証系の APIサーバー等，接続先を容易に変更
することができる．
3.3 利用の流れ

sakai-api-op の概観を図 4に示す．ユーザーが左側
のタブから利用したい API を選択すると，API の実
行に必要な情報を入力するためのフォームが表示され
る．ここで，利用者はフォームに情報を直接入力して
一回ずつ SakaiAPIを実行するか，ファイルをアップ
ロードして SakaiAPIを複数回まとめて実行するか選
択できる．
3.3.1 フォームへの直接入力による SakaiAPIの実行
フォームの入力後，フォーム下部に表示されている
青色の”Submit”ボタンを押下することで APIを実行

でき，結果が黒い背景の UIに表示される．以降はフ
ォームへの入力内容を変更し，再び APIの実行と結果
の確認を繰り返すこととなる．

図4 sakai-api-opの概観

3.3.2 ファイルアップロードによる SakaiAPIの実行
フォームと同様の情報を入力した CSVファイルを

アップロードし，ファイルの内容から APIを連続的に
実行するという方法も提供している．この場合は CSV
の行数の分だけ連続的に APIが実行されるため，様々
な入力内容に基づいて API を検証したい場合に便利
である．
3.3.3 コマンド入力機能

3.3.1項において述べた，SakaiAPIの実行結果が表
示される UIには，特定の文字列の入力が可能である．
受付可能な文字列は表 1の通りであり，これら以外
の文字列の入力は無視される．なお，”form submit”
や”file submit” が入力された場合の動作は，上述し
た”Submit”ボタンを押下した場合と同様である．

表1 受付可能な文字列
コマンド 動作内容
”form submit” フォームの入力内容から Saka-

iAPIを実行する．
”file submit” アップロードされたファイルの

内容から SakaiAPIを実行する
Ctrl+C ファイルによる API実行時にお

いて，処理を中断する

3.4 運用状況
現在は開発チーム内において利用している．名古屋

大学においては開発チーム外での SakaiAPIの動作検
証の要望は少ないと考えられることから，今後も開発
チームのメンバーのみが利用する予定である．



4 TACT練習用サイト作成ツール：
ptact-op

sakai-api-op に基づいて作成されたツールである
ptact-opについて述べる．
4.1 開発に至った背景
名古屋大学では，TACTの前の LMSとして NUCT
を利用してきた．新型コロナ禍の下，2020 年度から
2022年度末まで全学利用された NUCTでは，全教職
員に対して練習用 NUCTを構築・提供することによ
り，サイト利用に関する自学自習を支援した [4]．練習
用 NUCT では，各教職員に対して自由に編集可能な
サイトが 1つ用意されるとともに，学生用アカウント
が別途配布されることで，通常の講義サイトでは難し
い，Student ロールにおける NUCT の振る舞いを正
確に確認することができ，利便性の向上に寄与した．

TACTでは現在，練習用 TACTの環境は提供され
ていないが，利用者からの要望は継続してあるため，
将来的な導入に備えることにした．しかし，NUCTの
ように教職員アカウントの発行と連動して自動的に練
習用のサイトを作成するという仕組みを導入すること
は難しく，運用担当者による手動のサイト作成が現実
的である．そのため，運用担当者の負担が大きくなる
ことから，練習用サイトの作成を可能な限り自動化す
るツールとして，ptact-opの開発が行われた．
4.2 利用の流れ
図 5の通り，ptact-op は TACT 練習用サイトの作
成を補助するツールであり，サイト作成の担当者によ
って利用される．図 5の青枠が ptact-opの管理する範
囲であり，練習用サイトを必要とする教職員との連絡
についてはサイト作成の担当者が行う．

図5 ptact-opの利用者と利用の流れ

利用にあたっては担当者がはじめに TACT 練習用
サイトを必要となった教職員から連絡を受け，図 6に
示す ptact-op に必要な情報を入力してサイトを作成

(図 7)した後，TACT練習用サイトの URLやログイ
ンの手順といった利用方法をメールにて案内する．
メールによる案内について，練習用サイトが正常に

作成された際には図 8に示すページ下部の GUIに，自
動的に作成された宛先や本文が表示される．サイト作
成の担当者は作成されたメールのテンプレートを用い
て，サイト作成の依頼者である教職員に連絡すること
ができる．開発当初は ptact-op からメールを送信す
る機能も実装していたが，運用担当者は利用者からの
問い合わせ対応に別システムを利用しており，画面上
でのコピー・アンド・ペーストで十分であるという意
見が得られたことから，現在はメールのテンプレート
を表示する機能のみを提供している．

図6 ptact-opの概観

図7 TACT練習用サイトの例

図8 メール作成機能の GUI



4.3 運用状況
UI や作成するサイトのフォーマット等について，

ptact-op のユーザーにあたる TACT の運用担当者
とのすり合わせおよび動作確認が完了した．練習用
TACT向けのサーバの準備ができ次第，実運用に入る
予定である．

5 結言
本稿では，これまで開発されてきた LMS連携シス
テムを集約的に管理するためのWeb アプリケーショ
ンである Catalogを紹介し，sakai-api-opと ptact-op
の 2つのツールを通じてその具体的な利用方法につい
て述べた．現在，Catalogおよび Catalog専用アプリ
の利用者は開発チームのメンバーと ptact-op のユー
ザーのみであるが，必要に応じてユーザーを追加し，
利用を拡大していく予定である．
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